
令和８年７月30日
第41回 かながわ自殺対策会議

神奈川県における
自殺の状況
（令和７年版）
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全国・自殺者数の推移（S53〜R7警察統計）
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資料：警察庁自殺統計原簿データより厚生労働省作成
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全国・自殺死亡率の推移（S53〜R7警察統計）
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資料：警察庁自殺統計原簿データ、総務省人口推計より厚生労働省作成※自殺死亡率は、人口１０万人当たりの自殺者数である。
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※自殺者数は発見された都道府県別に計上している。

資料：厚生労働省ホームページ掲載の各年の
「地域における自殺の基礎資料」の

B6表（県・発見日・発見地）より
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自殺死亡率(R７)
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※ 自殺者数は発見された都道府県別に計上している。
※ 自殺死亡率は、人口10万人当たりの自殺者数である。

資料：厚生労働省ホームページ掲載の各年の
「地域における自殺の基礎資料」の

B6表（県・発見日・発見地）より
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年代別
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神奈川県
男性の傾向

＊50歳代、40歳代、
20歳代が多い

＊20歳代は高止ま
り

＊20歳未満は増加
した

＊80歳以上は、R6
年に急増した

11
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神奈川県
女性の傾向

＊50歳代、20歳代が
多い

＊50歳代は高止まり

＊20歳未満はR6年に
急増した

＊50歳代以上は、全
国では減少傾向である
が、本県はR6年より
R7年に増加している

13



神奈川県
年代別傾向のまとめ

＊50歳代、20歳代、40歳代の
順に多い
＊女性の50歳代と男性の20歳
代は、高止まり
＊20歳未満は、男女ともに増
加傾向
＊全国の20歳代以上ではR6年
に比べR7年は減少したが、
＊本県の女性では50歳代以上
の各年代で増加した
＊80歳以上は、男性では令和6
年に急増し高止まり、女性で
は令和6年に比べ令和7年に増
加し、総数としては増加傾向
にある 14



職業別

15
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月別・曜日別（神奈川県、令和７年）
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原因・動機別（神奈川県、令和７年）
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神奈川県
原因動機別の傾向

＊健康問題が多く増
加傾向

＊R5年以降は、
経済・生活問題が

２番目に多くなり、
家庭問題、
勤務問題が続く

20



令和７年 神奈川県原因・動機別割合及び健康問題の内訳

21

※不詳は除く。
※原因・動機は４つ以内の複数計上が可能となっている。
※令和７年の自殺者数（1,231人）と原因・動機別の総和（2,021人）とは一致しない。
※各グラフの構成割合の母数は、自殺者実数ではなく複数回答の和（ｎ）としている。

健康問題の詳細

①

➁

➂
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令和７年 神奈川県原因・動機別割合及び経済・生活問題の内訳

経済・生活
問題の詳細

※不詳は除く。
※原因・動機は４つ以内の複数計上が可能となっている。
※令和７年の自殺者数（1,231人）と原因・動機別の総和（2,021人）とは一致しない。
※各グラフの構成割合の母数は、自殺者実数ではなく複数回答の和（ｎ）としている。

①

➂

➁
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令和７年 神奈川県原因・動機別割合及び家庭問題の内訳

家庭問題の詳細

※不詳は除く。
※原因・動機は４つ以内の複数計上が可能となっている。
※令和７年の自殺者数（1,231人）と原因・動機別の総和（2,021人）とは一致しない。
※各グラフの構成割合の母数は、自殺者実数ではなく複数回答の和（ｎ）としている。

➂

➁

①



24年齢の上昇につれて健康問題が多くなる
男性は、経済・生活問題、学校問題が多いのに比べ、女性は家庭問題、交際問題が多い

男性 802人、女性429人



神奈川県
原因動機別のまとめ

＊健康問題、経済・生活問
題、家庭問題の順に多い
＊健康問題は、年齢の上昇
につれて多くなる
＊男性は、経済・生活問題、
学校問題の順に多い
＊女性は家庭問題、交際問
題の順に多い。
＊男女合わせた総数におい
て、健康問題ではうつ病が、
経済・生活問題では生活苦
が、家庭問題では家族の死
亡が最も多かった

25

家庭問題経済・生活問題健康問題

家族の死亡生活苦病気の悩み・影響
（うつ病）１

夫婦関係の不和
（その他の原因）

負債
（その他）

病気の悩み・影響
（その他の精神疾患）２

親子関係の不和負債
（多重債務）

病気の悩み
（その他の身体疾患）３

女性男性総数

健康問題健康問題健康問題１

家庭問題経済・生活問題経済・生活問題２

経済・生活問題家庭問題家庭問題３

男性 802人、女性429人



手段・場所（神奈川県、令和７年）
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27首つり、飛び降りの順に多いが、男性では練炭等、女性では服毒が続く。19歳以下は飛び込みも多い。



28自宅、その他、高層ビルの順に多い。19歳以下は駅構内、80歳以上は福祉施設も上位にくる。



自殺未遂歴の有無（神奈川県、令和７年）

29



神奈川県
自殺未遂歴の有無

＊女性は、男性の2倍

＊本県の男性は全国と
同等の割合

＊本県の女性は、全国
に比べ多い傾向

＊19歳以下女性で、未
遂歴のある自殺者の割
合が大きくなっている

30
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子ども・若者

32
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G7各国の
若者の自殺死亡率の推移

＊15〜19歳において、日
本は2017（平成29）年以
降増加傾向にあり、2020
年以降最も多い国となっ
た。

＊20〜24歳において、日
本は常に最も多い

＊25〜29歳においても、
日本は常に最も多い
（韓国は参考値）

＊10〜14歳において、日
本は常に上位にいる（参
考）



【全国】小中高大学生における自殺者数の年次推移

34
JSCPのHPより



【全国】大学生における自殺者の状況

35
厚生労働省 令和７年版 自殺対策白書（概要版）



【全国】小中高生男女別の年次推移

36
令和8年3月27日現在
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小中高生自殺者数年次推移（令和４年～令和７年）
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【神奈川県】小中高生自殺者数 男女別・動機別年次積算（令和４年～令和７年）
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【神奈川県】 学校問題の内訳の年次積算（令和４年～令和７年）
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【神奈川県】 健康問題の内訳の年次積算（令和４年～令和７年）
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神奈川県
小中高生の傾向

＊令和４〜７年の積算値である

＊令和6年のみ、女子が男子より自殺者が多かった

＊原因動機別では、男女とも学校問題が最も多く、男子では家庭問題、健康問題が続き、
女子では健康問題が学校問題とほぼ同数で、家庭問題が続いた

＊学校問題では、男子は学業に関する動機が多く、女子は学友との不和が多かった

＊健康問題では、女子が男子の２倍多く、中学生女子ではその他の精神疾患における病
気の悩み・影響が最も多く、高校生女子ではうつ病が最も多かった
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令和７年度神奈川県の自殺の状況は、
•自殺者数は、111人減少し、1231人。前年同様に全国で２番目の高値。
•自殺死亡率は、13.4で、全国で４番目の低値。
•年代別自殺者数は、50歳代、20歳代、40歳代の順で多い。
•20歳未満、80歳以上の自殺者数は、前年より増加した。
•月別では、4月と10月前後に大きな山があるが、20歳未満では3月、8月、9

月に自殺者数が多かった。
•原因・動機別では、「健康問題」、「経済・生活問題」、「家庭問題」、

「勤務問題」の順に多い。20歳未満では、男子は「学校問題」が、女子は
「健康問題」が半数を占めた。
•手段では「首つり」が、場所では「自宅等」が多い。
•自殺未遂歴の有無は、女性では約3割にみられ、若年女性に多い傾向があり、

20歳未満では半数を占めた。

まとめ
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施策展開（かながわ自殺対策計画第2期）

1.地域レベルの実践的な取組への支援を強化する
2.県民一人ひとりの気付きと見守りを促す
3.自殺対策に係る人材の確保、養成および資質の向上を図る
4.心の健康を支援する環境の整備と心の健康づくりを推進する
5.適切な精神保健医療福祉サービスを受けられるようにする
6.社会全体の自殺リスクを低下させる
7.自殺未遂者の再度の自殺企図を防ぐ
8.遺された人への支援を充実する
9.民間団体との連携を強化する
10.子ども・若者の自殺対策を更に推進する
11.勤務問題による自殺対策を更に推進する
12.女性の自殺対策を更に推進する
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生きることの阻害因子
ウェルテル効果

生きることの保護因子
パパゲーノ効果


